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令
和
三
年
四
月
に
調
査
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
新
田
の
茂
出
木
家
の
資
料
群
の
中

に
、
停
車
場
（
綾
瀬
駅
）
設
置
の
請
願
に

つ
い
て
の
文
書
が
あ
り
ま
し
た
（
左
写
真
）。

綾
瀬
駅
の
設
置
は
、
現
在
の
都
立
江
北
高

等
学
校
の
開
校
と
関
係
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
同
校
が
現
在
地
に
移
転
・
開

校
し
た
後
に
生
徒
の
通
学
の
利
便
性
を
は

か
る
た
め
に
当
時
の
鉄
道
省
に
学
校
関
係

者
が
熱
心
に
働
き
か
け
て
、
戦
時
中
の
昭

和
十
八
年
四
月
に
開
駅
さ
れ
た
と
い
う
も

の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
八
年
ほ

ど
前
の
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
、
足

立
区
議
会
議
員
よ
り
綾
瀬
川
の
縁
へ
の
新

駅
設
置
の
、「
停
車
場
設
置
ニ
関
ス
ル
意

見
書
提
出
ノ
建
議
」
と
い
う
文
書
が
区
会

議
長
宛
て
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
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綾
瀬
駅
は
八
一
年
前
の
昭
和
十
八

（
一
九
四
三
）
年
四
月
一
日
に
開
業
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
昭
和
十
五
年
に
移
転

し
て
く
る
府
立
江
北
中
学
校
へ
の
通
学

の
た
め
、
駅
を
新
設
す
る
よ
う
に
運
動

が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
足
立
史
談
四
二
二
号
）
近
年

見
出
さ
れ
た
資
料
に
よ
っ
て
、

昭
和
十
年
に
、
駅
設
置
の
請
願

を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
努
力
を
重
ね
て
き
た
先

人
の
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
な
お
本
資
料
は
令
和
三
年
に

開
催
し
た「
名
所
の
里　
足
立
」

（
会
期
＝
六
月
二
二
日
～
九
月

五
日
）
で
展
示
し
た
資
料
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
）
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こ
れ
は
水
位
が
一
・
二
ｍ
上
が
っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
（「
Ａ
．
Ｐ
．」
は
荒
川

河
口
標
準
水
位
の
こ
と
）。
水
位
の
高
さ
は

２
ｍ
ほ
ど
に
も
な
り
ま
す
。

■
上
り
下
り
の
舟　

こ
の
感
潮
区
間
の
特
徴

を
う
ま
く
利
用
し
た
の
が
、
動
力
船
登
場
以

前
の
舟
運
で
す
。
図
２
は「
江
戸
名
所
図
会
」

（
当
館
蔵
）
に
描
か
れ
た
高
瀬
舟
で
、
帆
を

た
た
ん
で
下
流
に
向
か
う
舟
と
、
海
か
ら
の

風
を
帆
に
う
け
て
上
流
に
向
か
う
舟
で
す
。

ち
な
み
に
感
潮
区
間
は
、
隅
田
川
で
は
秋
ヶ

瀬
付
近
（
埼
玉
県
）
ま
で
、
中
川
で
も
八
潮

市
付
近
（
同
）
ま
で
に
至
り
ま
す
。

　

上
流
と
下
流
、
双
方
向
に
運
航
で
き
る
利

点
は
計
り
知
れ
ず
、
江
戸
東
京
と
河
川
舟
運

で
結
ば
れ
た
こ
と
で
人
の
交
流
と
物
流
の

繁
栄
を
見
せ
ま
し
た
。

■
足
立
と
周
辺
の
川　

隅
田
川
を
境
に
荒

川
区
、
中
川
を
境
に
葛
飾
区
と
接
し
て
い
る

よ
う
に
足
立
区
は
川
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
川
も
下
流
域
に
あ
る
の
で
す
が
、

特
徴
的
な
の
は
、
感
潮
区
間
と
い
う
潮
の
干

満
に
と
も
な
っ
て
影
響
を
う
け
る
河
川
で

あ
る
こ
と
で
す
。
水
位
で
み
る
と
一
日
に
二

度
、
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
し
ま
す
。
図

１
は
二
〇
〇
八
年
に
撮
影
し
た
六
ツ
木
水

門
で
す
が
、
水
門
下
部
の
信
号
機
の
左
に
水

位
表
示
板
が
あ
り「
現
在
の
水
位　

Ａ
．
Ｐ
．

＋
１
．
２
０
ｍ
」
と
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
小
西
　
幸
助

　
足
立
区
会
議
長
　
矢
萩
　
千
代
吉
　
殿

　
　
意
見
書

　
常
盤（
マ
マ
）線
北
千
住
駅
ト
亀
有
駅
ト
ノ

　
中
間
ヲ
流
ル
ル
本
区
綾
瀬
川
ハ
、
都
下

　
有
数
ノ
釣
魚
ノ
名
所
ニ
シ
テ
、
最
近
ハ

　
一
日
数
百
名
ノ
者
、
此
処
ニ
集
来
シ
、

　
之
レ
ガ
為
ニ
、
付
近
ハ
非
常
ナ
ル
発
展

　
ヲ
ナ
シ
テ
、
近
時
漸
ク
町
ノ
形
体
ヲ
為

　
ス
ニ
至
リ
タ
ル
次
第
ニ
有
之
候
。

　
仄
聞
ス
ル
所
ニ
ヨ
レ
バ
、常
盤（
マ
マ
）線

　
ハ
本
区
年
来
ノ
宿
望
達
セ
ラ
レ
、
近
ク

　
電
化
ス
ル
ト
ノ
趣
、
然
ラ
バ
交
通
ノ
便

　
益
々
加
ハ
リ
、
層
一
層
本
線
ノ
繁
栄
ヲ

　
招
来
ス
ル
ハ
言
ヲ
俟
タ
サ
ル
次
第
ト
被

　
存
候
ニ
付
テ
ハ
、
此
際
本
区
発
展
ノ
為

　
ト
、
乗
客
利
便
ノ
為
、
綾
瀬
川
縁
ニ
停

　
車
場
ヲ
設
置
相
成
候
様
、
御
高
配
相
煩

　
度
、
右
市
制
第
四
十
六
条
幷
ニ
市
制
町

　
村
制
施
行
令
第
六
十
七
条
ニ
ヨ
リ
意
見

　
書
提
出
候
也

　
　
昭
和
十
年
四
月
二
十
三
日

　
　
　
足
立
区
会
議
長
　
矢
萩
　
千
代
吉

　
鉄
道
大
臣
　
内
田
　
信
也
　
殿

　  

　（
郷
土
博
物
館
専
門
員
　
山
崎
尚
之
）

か
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
停

車
場
設
置
理
由
は
、
現
在
の
綾
瀬
駅
と
そ

の
周
辺
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
よ
う
な
綾

瀬
川
の
清
ら
か
さ
と
の
ど
か
さ
、
そ
し
て
、

そ
れ
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
集
ま
る
人
々
が

あ
っ
て
の
も
の
な
の
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

　

綾
瀬
川
が
清
流
で
人
を
ひ
き
つ
け
て
い

た
と
い
う
こ
と
は
、
か
つ
て
漁
が
行
わ
れ

て
い
て
鰻
や
ナ
マ
ズ
が
と
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
、
ま
た
、
絵
画
や
絵
は
が
き
の
対

象
に
も
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も

お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
今
回
見
つ
か
っ
た
文
書
の
全
文
を

ご
紹
介
し
ま
す
。（
句
読
点
は
筆
者
が
付
け

ま
し
た
）

　
　
停
車
場
設
置
ニ
関
ス
ル
意
見
書
提
出

　
　
ノ
建
議

　
常
盤（
マ
マ
）線
北
千
住
駅
ト
亀
有
駅
ト
ノ

　
中
間
、
綾
瀬
川
縁
ニ
停
車
場
設
置
ニ
関
　

　
ス
ル
別
紙
意
見
書
、
鉄
道
大
臣
ニ
提
出

　
有
ラ
ム
事
ヲ
望
ム
。

　
　
昭
和
十
年
四
月
二
十
三
日

提
出
者

　
　
　
足
立
区
会
議
員
　
伊
藤
　
武
平

　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
関
原
　
春
重

　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
滝
沢
　
長
之
助

賛
成
者

　
　
　
足
立
区
会
議
員
　
島
村
　
為
次
郎

　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
鴨
下
　
栄
吉

　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
富
永
　
庄
平

　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
石
出
　
銀
蔵

（２）

図２　隅田川の下りと上りの舟

図１　中川と花畑川をつなぐ六ツ木水門

歴
史
地
理
案
内
③

  

潮
の
満
ち
引
き
が
あ
る
川

　
　
　
　
　
　
　  

郷
土
博
物
館
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【
関
東
で
の
軟
質
土
器
の
出
土
事
例
】

　

な
お
、
酒
井
清
治
教
授
（
前
号
参
照
）

に
よ
る
と
、
花
畑
遺
跡
以
外
の
関
東
地
方

で
軟
質
土
器
の
見
つ
か
っ
て
い
る
遺
跡
は
、

千
葉
県
千
葉
市
の
大
森
第
二
遺
跡
で
住
居

跡
に
伴
っ
て
平
底
鉢
・
平
底
坏
、
群
馬
県

渋
川
市
の
吹
屋
糀
屋
遺
跡
で
把
っ
手
付
堝
・

長
胴
甕
・
甕
、
群
馬
県
高
崎
市
の
剣
崎
長

瀞
西
遺
跡
で
長
胴
甕
・
甑
・
小
型
把
っ
手

等
の
数
遺
跡
の
数
例
し
か
こ
れ
ま
で
に
は

発
見
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

【
登
録
文
化
財
の
公
開
に
つ
い
て
】

　

今
回
発
見
さ
れ
た
計
五
点
の
遺
物
の
う

ち
、
陶
質
土
器
・
軟
質
土
器
・
須
恵
器
の

制
作
年
は
い
ず
れ
も
四
五
〇
～
四
七
五
年

の
間
に
絞
れ
る
こ
と
が
判
明
し
、
年
代
が

絞
れ
な
か
っ
た
土
師
器
も
含
め
て
、
古
墳

時
代
中
期
の
も
の
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の

時
期
に
お
け
る
日
本
列
島
と
朝
鮮
半
島
と

の
関
係
の
歴
史
を
紐
解
く
た
め
の
ピ
ー
ス

と
し
て
大
変
貴
重
な
遺
物
で
あ
る
た
め
、

一
月
十
一
日
付
で
、
49
号
落
ち
込
み
出
土

の
計
五
点
と
も
足
立
区
の
登
録
有
形
文
化

財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
（
正
式
名
称
：

足
立
区
登
録
有
形
文
化
財　

花
畑
遺
跡
49

号
落
ち
込
み
遺
跡
出
土
朝
鮮
半
島
系
土
器

お
よ
び
同
一
遺
構
出
土
遺
物
５
点
）。
陶
質

土
器
と
軟
質
土
器
は
現
在
、
伊
興
遺
跡
公

園
展
示
館
に
て
展
示
を
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
是
非
現
物
を
見
に
い
ら
し
て
下
さ

い
。（
終
）

　
　
　
　
　  （
遺
跡
調
査
員
　
増
田
静
香
）

で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
軟
質
土
器
は
日
本
の
土
師
器
と

同
様
、
当
地
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
根

差
し
て
そ
の
形
状
に
定
ま
っ
た
も
の
で
あ

り
、
異
な
る
食
生
活
を
送
る
人
々
同
士
が
、

時
間
を
か
け
て
交
流
を
し
な
い
う
ち
に
い

き
な
り
交
換
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
考
え

に
く
い
物
品
で
す
。
ま
た
、
軟
質
と
い
う

名
称
が
付
さ
れ
る
通
り
、
陶
質
土
器
よ
り

柔
い
つ
く
り
を
し
て
お
り
、
交
易
品
の
対

象
と
は
な
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
軟
質
土
器
出
土
の
意
義
】

　

足
立
区
北
部
の
遺
跡
群
は
、
古
代
に
は

古
利
根
川
・
元
荒
川
と
も
連
絡
し
て
い
た

河
川
で
あ
っ
た
毛
長
川
と
東
京
湾
を
介
す

る
水
上
交
通
の
要
衝
的
集
落
で
あ
る
と
同

時
に
水
害
も
頻
発
し
て
い
た
こ
と
が
こ
れ

ま
で
の
発
掘
調
査
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
軟
質
土
器

は
住
居
跡
か
ら
出

土
し
た
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、

区
内
で
は
花
畑
遺

跡
が
古
墳
時
代
の

微
高
地
集
落
と
し

て
は
最
も
東
側
で

東
京
湾
に
近
い
位

置
取
り
で
あ
り
、

渡
来
人
が
一
時
滞

在
を
し
た
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
と

思
い
ま
す
。

Ｔ
Ｋ
２
０
８
＝
お
お
よ
そ
西
暦
四
四
〇
～

四
六
〇
頃
の
様
式
と
さ
れ
る
）（
写
真
２
）、

土
師
器
壺
（
写
真
３
）
の
三
点
と
と
も
に

計
五
点
の
遺
物
が
、
あ
る
程
度
は
復
元
で

き
る
ほ
ど
の
残
存
状
況
で
同
一
遺
構
（
49

号
落
込
み
）
内
か
ら
出
土
し
ま
し
た
（
写

真
４
）。
た
だ
、
当
該
遺
構
は
、
調
査
区
範

囲
外
ま
で
延
び
て
い
た
た
め
、
全
容
の
把

握
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
陶
質
土
器
と
軟
質
土
器
の
相
違
点
】

　

陶
質
土
器
も
軟
質
土
器
同
様
、
三
国
時

代
の
朝
鮮
半
島
で
生
産
さ
れ
た
朝
鮮
半
島

系
土
器
で
す
。
陶
質
土
器
は
、
区
内
の
伊

興
遺
跡
（
花
畑
遺
跡
か
ら
一
・
五
㎞
の
南

西
の
毛
長
川
沿
の
微
高
地
に
立
地
）
で
も
、

百
済
産
の
細
頸
瓶
と
加
耶
産
の
壺
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
発
見
個

体
数
は
少
な
く
、

希
少
な
舶
来
品

　
前
号
で
は
、
都
内
初
の
出
土
例
と
な
っ

た
花
畑
遺
跡
出
土
の
朝
鮮
半
島
系
の
軟
質

土
器
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
今
号
で

は
、
そ
の
出
土
状
況
と
出
土
意
義
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

【
朝
鮮
半
島
系
土
器
と
供
伴
遺
物
の
出
土
状

況
】

　

今
回
発
見
さ
れ
、
前
号
で
紹
介
し
た
軟

質
土
器
は
二
個
体
分
あ
り
、
陶
質
土
器
の

有
蓋
高
坏
（
写
真
１
）、
須
恵
器
𤭯
（
陶
邑

（３）

は
い
、
文
化
財
係
で
す

は
い
、
文
化
財
係
で
す
㊶㊶

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度  

足
立
区
登
録
有
形
文
化
財

足
立
区
登
録
有
形
文
化
財

花
畑
遺
跡
出
土
の

花
畑
遺
跡
出
土
の

　
朝
鮮
半
島
系
土
器

　
朝
鮮
半
島
系
土
器

　
　
に
つ
い
て（
下
）

　
　
に
つ
い
て（
下
）

写真１　陶質土器 有蓋高坏（側面と外底面）

写真２  須恵器 𤭯（はそう） 写真３　土師器 壺

写真４　49 号落ち込み　遺物出土状況
＊「落ち込み」とは、人為的に掘られているが、
性格が不明な遺構を示す。



令和 6年 3月 足 立 史 談 第 673 号

　

一
般
社
団
法
人
「
日
本
昔
ば
な
し
協
会
」

が
２
０
１
８
年
か
ら
進
め
て
い
る
「
海
ノ

民
話
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
海

に
ま
つ
わ
る
各
地
の
民
話
を
ア
ニ
メ
化
し
、

民
話
に
込
め
ら
れ
た
人
々
の
思
い
や
、
そ

の
背
景
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
「
千
住
大
橋
と
大
亀
」
は
、
千
住
七
不
思

議
の
一
つ
。
千
住
大
橋
の
難
工
事
を
、
川

の
主
で
あ
る
大
亀
に
か
ら
め
た
お
話
。
潮

の
干
満
と
い
っ
た
海
の
影
響
を
表
す
民
話

と
し
て
、「
海
ノ
民
話
の
ま
ち
」
に
東
京
都

で
足
立
区
が
初
め
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
だ
ち
菓
子
本
舗
と
『
千
住
大
橋

と
大
亀
』
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
の
お
菓
子
も

発
売
さ
れ
ま
す
。

　

完
成
し
た
ア
ニ
メ
は
２
月
７
日
に
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
で
完
成
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
足
立
区
へ
の
贈

呈
式
と
上
映
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作

品
はY

ouT
ube

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

器
９
台
で
、
水
冷
式
、
円
筒
型
の
本
体
内
に

冷
却
水
管
が
あ
り
、
深
井
戸
水
を
ポ
ン
プ
で

循
環
し
冷
や
し
て
い
ま
し
た
。
地
下
水
を
く

み
上
げ
、
水
処
理
を
行
い
、
各
設
備
に
送
水

す
る
ま
で
は
汽
缶
係
水
処
理
担
当
の
仕
事
で

し
た
。

　

発
電
所
廃
止
後
は
北
千
住
変
電
所
（
千
住

桜
木
１-

13-

２
）
と
な
り
60
年
が
過
ぎ
去

り
ま
し
た
が
、
技
術
の
進
歩
に
よ
り
設
備
は

新
し
い
も
の
に
替
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
現
在
も
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ

リ
ッ
ト
北
千
住
変
電
所
と
し
て
、
当
時
の
位

置
で
現
役
と
し
て
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

■
主
配
電
盤
室　

主
配
電
盤
室
（
主
配
と
略

し
た
）
か
ら
は
タ
ー
ビ
ン
・
発
電
機
室
が
見

通
せ
、
分
厚
い
防
音
壁
に
仕
切
ら
れ
騒
音
が

遮
断
さ
れ
て
お
り
別
世
界
で
し
た
。

　

主
配
に
入
る
と
、
正
面
に
主
配
電
盤
と

呼
ば
れ
る
デ
ス
ク
型
の
配
電
盤
が
据
え
ら

れ
、
垂
直
面
に
は
指
示
計
器
が
並
び
、
前

に
は
平
面
盤
に
操
作
ス
イ
ッ
チ
や
表
示
ラ

ン
プ
が
あ
り
ま
し
た
。
デ
ス
ク
の
前
裾
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
盤
の
制
御
目
的
で
あ
る
発

電
機
と
か
主
変
圧
器
、
送
電
線
な
ど
の
電

圧
や
電
流
を
計
る
た
め
の
端
子
が
出
て
い

ま
し
た
。

■
屋
外
変
電
所　

変
電
所
の
主
役
は
主
変
圧

（４）

  
お
化
け
煙
突
60
年
⑪
設
備
と
操
作
員
⑤

格
和 

宏
典

千
住
に
伝
わ
る
民
話
が
ア
ニ
メ
に
！

　「
千
住
大
橋
と
大
亀
」

（
写
真
）
屋
外
変
電
所

千
住
火
力
発
電
所
ア
ル
バ
ム
集
よ
り

（
図
）
主
配
電
盤
室
内
図

『
お
化
け
煙
突
物
語
』
姫
野
和
映
著
よ
り

（写真）汽機（タービン）・発電機室
千住火力発電所記念アルバム集（格和氏寄贈）
より


